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（対象と方法）著者は、大学生を対象とした質問紙調査を 5 つの研究で行っている。研究 1 では、
二元モデルに基づくパッションを量的に測定する実用可能な心理尺度を作成し、信頼性と妥当性に
ついて検討した。具体的には、Passion Scale（Marsh et al., 2013）をバックトランスレーショ
ンの手続きで邦訳し、調和性パッションの 6項目、強迫性パッションの 6項目、パッション基準の
5項目の計 17項目からなるパッション尺度日本語版を作成した。調査 1では、まず、パッションを
持っている人を分析対象者とするために、パッション基準（5 項目 7 件法）の合計得点を算出し、
平均 4以下の値のサンプルは除外した 508名を分析対象者とした。この手続きは以降の調査でも同
様に行った。質問紙の内容は、パッション尺度日本語版の基準関連妥当性を検討するためのもので
あった。調査 2 では、再検査信頼性について検討するために、3 週間間隔で 2 時点調査を行った。
分析対象者は 63 名であった。研究 2 では、パッションと依存の問題を取り上げ、スマートフォン
に対するパッションが依存と精神的健康、不眠傾向に与える影響について検討を行った。分析対象
者は 120名であった。研究 3では、パッションが心理的適応と不適応に与える影響について 3時点
の交差遅延モデルによる検討を行った。心理的適応と不適応の指標として、人生満足度、不安、本










































令和 2年 1月 8日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を
求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判
定した。 
よって、著者は博士（心理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
